
史上最大の「メガ景気」がやってくる 

日本の将来を楽観すべき 5 つの理由 武者陵司   KADKKAWA 

（ はじめに ） 

インターネット、AI（人工頭脳）、ロボットと、正に現在は人類の歴史上屈指の

大転換期です。多くのビジネスチャンスが発生する反面、インターネットに駆逐

される既存流通網、既存の金融システム、既存の情報メディア・出版・テレビ・

新聞等が斜陽化することが見えてきました。 

大転換期には多くのビジネスチャンスが発生します「人生 100 年、日経平均株価

10 万円」これこそが私の謳う楽観論です。 

マレーシアでは 2018 年 92 才のマハティール氏が首相に就任 90 代ですら現役！ 

近代日本の株価は 1950 年から 40 年間で 400 倍、1989 年から 30 年で約 27％減少 

新しい天皇の時代に年率 10％の率で株価が上昇すれば 15年後には株式時価総額

は日経平均株価 10 万円を突破株式時価総額は現在の 688 兆円→３千兆円に国民

一人当たり 2500 万円へ劇的に増加予測（世界株価は過去 40 年間年率 10％上昇） 

アベノミクスが始まる直前と今では株式時価総額は 2，7 倍になっています。 

平成は日本の将来を保証する 2 つの決定的優位性が育まれた時代で、その 1 は 

技術・品質で無数の「オンリーワン領域」を確保、二つ目の優位性は米中対決が

本格化する中で日本の地政学的立場で日本が米国側で覇権争いの帰趨が決まる。 

本書を読み終えた後、あなたの脳裏に輝かしい日本の未来が浮ぶなら幸甚です。 

第1章 新天皇即位が日経平均 3 万円をもたらす 

～世界経済の現状～ 

① 世界的に、同時進行的に高景気が持続  

② 世界的に、企業の好業績が継続  

③ それらの背景にある新産業革命とイノベーションは一段と加速  

④ 経済政策運営が適切  

⑤ インフレ率が抑制されている 

～米国株がバブルではない 4 つの理由～ 

トランプ大統領就任以降経済成長率はほぼ 3％維持、消費が好調、企業の設備

投資が大幅に伸びて、規制緩和と税制改革が具体化して景気を後押している。

ニューヨーク・ダウはトランプ氏が大統領に当選以降 1 年余りで 42％と著し

く上昇、2 月の株価急落は異常な高リターンの修正だった。 

～横ばいが続いた平成の日本株式市場～ 

30 年下落し続けた日経平均株価は漸く下落を取り戻しつつあり、ニューヨー

ク・ダウは 1990 年 2794 ドルから 2 万 4462 ドルと約 9 倍で彼我の差は大きい。 



～平成という時代をどう評価すべきか～ 

平成とは日本が戦後の高度成長に伴うごった返しのドサクサを奇麗に整理し

た時代だと認識している。世界の市民として尊敬を得て国民も企業も持続的な

成長にふさわしい心構えを学んだ。 

1990 年以降 30 年以上続いた長期金利の低下トレンドは 2016 年に底入れ米国

では需給ギャップ縮小、賃金、物価の上昇圧力が強まって、トランプ大統領に

よって行われた 30 年ぶりの本格的税制改革が需要をさらに押し上げドル高を

もたらす、企業業績は好調で技術革新とイノベーションのスピードが速く、 

供給力の増大が続き、需給のひっ迫が起こりにくい。 

～日本の経済成長は「悪」とでもいうのか～ 

ここ数十年日本が成長できないで生活水準が成長していないのに資本がたっ

ぷりあるのは上流のダムに蓄えられたままになって購買力が先送りされてい

るのが低成長の原因になっている。 

～今も昔も、日本の株価はミスプライシングである～ 

 国民の金融資産の 7 割が利息ゼロの現預金に退蔵されて配当利回りが 2％  

株式益利回りが 7％の株式市場から資金流失が漸く変わろうとしている。  

いかに今の株価が相対的に割安か、お分かり頂けるのではないでしょうか。 

 日本企業の収益力は過去に類を見ないほど高くなっていて地政学、新技術と

産業革命、グローバリーゼーションという新環境に完全に適合するビジネス

モデルの多くは日本企業が完成させた。 

第 2 章「失われた 20 年」は発展の為の準備期間だった 

 誰もがまねできない技術・ノウハウほど強いものはない NO1 等は意味がない 

～オンリーワンへの信頼がもたらす収益～ 

2018 年 3 月期決算では日本企業は総利益ベースで前期比 27％増 27 兆 9615 億

円となり 2 年連続で過去最高、企業の営業利益は過去最高の 11，9％ これは

バブル景気の頂点だった 1989 年の 5，7％ 2006 年度の 6，76％を大きく上回

っている。 

～日本企業は一体何で稼いでいるのか～ 

 「周辺と基盤」の分野でオンリーワンの強みを持っている、例えば半導体の    

 素材ウエーハは日本企業の独断場。 

～希少性で価額支配力を強める日本企業～ 

IOT の時代になると周辺と基盤だけでも中枢を含めて揃わないと勝ち目はな

く世界広しと、いえども日本だけ、オンリーワンだからこそ価格支配があり 

円高でも強い抵抗力が持てる。 

～経営手腕に正解はない～ 

～日本を救う「すり合わせ」～ 



日本の持つ特殊性がこれからのグローバル時代に強みとなっていく。 

～イノベーティブな組織であるための究極の人間関係～ 

「21 世紀ハイテクの姿は人間要素と技術要素が融合した先にある」日本独自

のすり合わせ文化に集約されている。 

～人口減少を補うための外国人観光客～ 

 2003 年に 1 年間で 521 万人が 2017 年には 2869 万人と 5,5 倍、2011 年旅行消費

額は 8135 憶円→2017 年 4 兆 4161 憶円 

～オンリーワンの観光資源～ 

 法隆寺は世界最古の木造建築物、皇室は世界で最も長い歴史、おもてなし等 

～アジアで唯一西洋文化を咀嚼できた国～ 

 19 世紀に全世界が欧米帝国主義列強の支配下の中で日本だけが独立を維持し、

近代化を推し進め、欧米に伍して世界の列強の一角に加わり、非西洋人の目標

となった。世界人口の内 9 割は元々西洋文明と無関係な諸国で日本の近代化

モデルは普遍的なものと言っていい。 

第3章 失業時代をどう生き残るか～ 

～情報化技術革新が私達の生活にもたらすもの～ 

オフィスの業務効率を引き上げ、生産性を高め、一方では一つの業務に張り付

けておく人の数が劇的に減った。 

～新しいライフスタイルの確立～ 

 テレビはタブレットで見る、音楽はスマホ、本は電子書籍と情報化・技術革新

が人々のライフスタイルを大きく変えた。 

～第二次産業革命が始まる～ 

 第一次産業革命は馬の絶対数が大きく減り人間は筋肉労働から解放された。 

 第二次産業革命では人間の頭脳労働が機械で代替される時代に入った。 

～生産性が向上しても雇用は失われない～ 

 200 年前米国では 74％の人が農民で今は 2％程度、そして新しく生まれた職業

の全てが人々の生活を豊かにする産業がもたらされた。 

 AI 時代と生産性の大幅な向上が新たなビジネスを創造し、産業を生み出すと

思われる。 

～情報化、技術革新がもたらすライフスタイルの変化～ 

 人間が今行っている仕事の大半を機械が代行、私達のライフスタイルは大き

く変わるでしょう、週休 4 日制も十分実現する可能性がある。 

～新時代に向けて、企業がやるべきこと、とは？～ 

 米国企業で儲けをため込むことなく 2～3 割は配当に 7～8 割は自社株を買い、

100％株主に還元している、余剰労働者が着実に稼働、失業率は大きく低下し、

賃金も上昇し始めた。 



～今後のビジネスのヒントは「遊び」～ 

① 肉体労働は機械が代わりにやってくれる 

② 筋肉の衰えを防止する為にスポーツを始める 

③ スポーツ産業が興り大きな雇用が生まれる、 

④ 芸術やエンターテイメント、文学等頭を使って楽しめる事は沢山あります 

 ～これから発展する新しい産業と～ 

人々をより楽しませるビジネスであり、ここが私達の雇用を吸収する最大の

産業になるのではないかと思うのです。 

 「あと 20 年でなくなる 50 の仕事」という本があり評判になった、そして新た

に 50 の仕事が生まれる筈だということは歴史が何より雄弁に物語っている。 

～ヒマとカネがあったら、人々はどうするか考える～ 

 1950 年代に広まった三種の神器は白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫。 

 高度成長期にはカラーテレビ、クーラー、自動車。 

 令和における三種の神器は最早モノではなく、芸術、エンターテイメント、 

スポーツ、美容健康、文学、学問、教育等高度な人的サービスの中から生まれ 

るでしょう。 

                              （ 前編 ） 


